
組
織
・
定
員

要
員
関
連
課
題

組
織
・
定
員
、
要
員
関
連
課

題
で
は
、
空
席
ポ
ス
ト
の
解
消

を
は
じ
め
、
新
規
採
用
者
の
拡

大
、
昇
任
・
昇
格
基
準
の
見
直

し
な
ど
、
本
部
交
渉
の
強
化
を

求
め
る
意
見
が
だ
さ
れ
ま
し
た
。

地
本
は
、
職
員
の
業
務
負
担

が
増
加
し
て
い
る
実
態
解
消
、

負
担
軽
減
に
向
け
た
本
部
交
渉

の
強
化
、
特
に
非
常
勤
職
員
の

雇
用
予
算
の
確
保
、
現
場
管
理

機
能
の
確
保
に
向
け
た
期
間
業

務
職
員
の
雇
用
予
算
の
確
保
な

ど
に
つ
い
て
本
部
見
解
を
求
め

ま
し
た
。

本
部
は
、
全
国
的
に
森
林
官

の
欠
員
が
増
加
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
現
場
官
庁
と
し
て
の
特

殊
性
を
踏
ま
え
た
要
員
配
置
と

な
る
よ
う
林
野
庁
姿
勢
を
厳
し

く
追
及
し
て
い
る
と
し
、
引
き

続
き
、
新
規
採
用
者
の
継
続
確

保
、
職
場
実
態
に
基
づ
く
組
織
・

定
員
の
確
保
、
非
常
勤
職
員
予

算
の
確
保
、
昇
任
・
昇
格
基
準

の
見
直
し
等
の
課
題
の
解
消
に

向
け
、
本
部
段
階
で
の
取
り
組

み
を
強
化
し
て
い
く
と
の
見
解

が
示
さ
れ
ま
し
た
。

業
務
運
営
課
題

業
務
運
営
関
連
課
題
で
は
、

近
年
の
集
中
豪
雨
に
見
ら
れ
る

災
害
復
旧
へ
の
対
応
、
林
道
維

持
修
繕
に
必
要
な
予
算
不
足
に

対
す
る
対
策
の
強
化
、
債
務
返

済
に
係
る
課
題
、
収
穫
量
の
増

加
に
伴
う
収
穫
調
査
業
務
へ
の

対
応
な
ど
、
業
務
量
の
増
加
に

対
す
る
事
業
実
行
体
制
の
確
保

に
つ
い
て
、
本
部
交
渉
の
強
化

を
求
め
る
意
見
が
だ
さ
れ
ま
し

た
。
地
本
は
、
現
在
の
林
道
維

持
修
繕
予
算
の
不
足
が
事
業
予

定
策
定
の
た
め
の
調
査
や
事
業

実
行
、
防
護
柵
等
の
施
設
の
維

持
管
理
な
ど
に
影
響
し
て
い
る

こ
と
、
林
道
事
業
の
実
行
体
制

（
要
員
配
置
）
も
不
十
分
で
あ

り
、
体
制
の
充
実
と
予
算
確
保

に
つ
い
て
、
本
部
交
渉
の
強
化

を
求
め
ま
し
た
。

本
部
は
、
林
道
予
算
に
つ
い

て
は
、
改
め
て
各
局
の
実
情
を

把
握
さ
せ
な
が
ら
必
要
な
維
持

修
繕
が
可
能
と
な
る
予
算
措
置

を
求
め
て
い
く
と
し
、
ま
た
、

事
務
軽
減
も
含
め
た
職
員
の
負

担
軽
減
に
つ
い
て
林
野
庁
に
対

策
を
求
め
て
い
く
と
の
見
解
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

地
本
と
し
て
も
第

19
回
地

本
大
会
で
だ
さ
れ
た
分
会
意
見

等
を
踏
ま
え
、
団
体
交
渉
を
配

置
す
る
な
ど
職
場
実
態
の
改
善

に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

労
働
条
件
課
題

労
働
条
件
課
題
と
し
て
は
、

再
任
用
職
員
の
処
遇
改
善
、
定

年
の
段
階
的
引
き
上
げ
に
係
る

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

地
本
は
、
給
与
水
準
が
７
割

と
さ
れ
る
状
況
に
対
し
て
組
合

員
か
ら
は
不
満
の
声
が
あ
る
こ

と
を
は
じ
め
、
定
年
の
段
階
的

引
き
上
げ
を
踏
ま
え
、

55
歳

以
上
の
昇
給
号
俸
数
の
制
限
は

速
や
か
に
廃
止
し
、
定
年
ま
で

昇
給
で
き
る
仕
組
み
と
す
る
こ

と
、
ま
た
、
再
任
用
職
員
の
処

遇
改
善
に
向
け
た
本
部
交
渉
の

強
化
等
を
求
め
ま
し
た
。

本
部
は
、
２
０
２
４
年
度
の

暫
定
再
任
用
の
制
度
設
計
に
つ

い
て
交
渉
を
継
続
し
て
い
る
と

し
て
お
り
、
地
本
と
し
て
も
当

局
交
渉
を
は
じ
め
、
人
事
院
四

国
事
務
局
へ
の
改
善
要
望
等
を

実
施
す
る
な
ど
、
本
部
・
地
本

段
階
で
の
取
り
組
み
を
強
化
し

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

組
織
強
化
に
向
け

組
織
態
勢
の
確
立
、
組
織
強

化
に
つ
い
て
は
、
林
野
労
組
の

最
重
要
課
題
で
あ
り
、
地
本
と

し
て
は
、
全
国
的
な
取
り
組
み

の
意
思
統
一
を
図
る
た
め
に
も
、

組
織
化
対
策
会
議
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会

議
）
を
は
じ
め
、
林
野
労
組
本

部
が
取
り
組
ん
で
い
る
国
会
対

策
、
林
野
庁
交
渉
な
ど
、
労
働

組
合
の
取
り
組
み
を
組
合
員
へ

伝
え
て
い
く
こ
と
を
通
じ
て
、

組
織
全
体
で
の
取
り
組
み
と
し

て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
意
見
反

映
を
行
い
ま
し
た
。

本
部
は
、
組
織
化
対
策
会
議

は
、
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く

と
し
、
労
働
組
合
と
し
て
の
取

り
組
み
が
な
け
れ
ば
職
場
の
労

働
条
件
は
悪
化
し
て
い
く
こ
と
、

組
合
組
織
の
維
持
が
労
働
条
件

の
確
保
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ

と
を
認
識
し
、
各
地
本
で
の
組

織
強
化
、
組
織
化
の
取
り
組
み

を
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
つ
い

て
意
思
統
一
を
図
り
ま
し
た
。

【
報
告
・
酒
井
（
地
本
）
】

森
林
労
連
共
済
に
つ
い
て
は
、

組
合
員
の
相
互
扶
助
と
団
結
強

化
を
目
的
に
、
森
林
労
連
共
済

が
取
り
扱
う
各
種
補
償
へ
の
加

入
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

９
月

23
日
（

土
）

に
は
、

「
四
国
地
方
森
林
労
連
共
済
推

進
会
議
」
を
開
催
し
、
２
０
２

４
年
１
月
の
契
約
更
改
に
向
け

た
取
り
組
み
の
意
思
統
一
を
図

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

近
年
、
自
然
災
害
が
多
発
し

て
お
り
、
自
然
災
害
へ
の
備
え

が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
間
の
台
風
等
に
よ
り
被

害
も
多
数
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

森
林
労
連
共
済
に
加
入
さ
れ

て
い
る
組
合
員
の
方
で
、
台
風

被
害
等
に
よ
り
罹
災
さ
れ
た
方

に
は
、
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。

住
ま
い
る
共
済
（
火
災
共
済
）

の
加
入
の
方
で
住
宅
等
に
つ
い

て
、
修
理
等
を
行
う
前
に
は
、

写
真
等
を
と
っ
た
上
で
、
以
下

（
下
枠
）
の
被
災
受
付
で
あ
る

フ
リ
ー
コ
ー
ル
へ
ご
一
報
を
お

願
い
し
ま
す
。
（
田
所
り
ゑ
子
）
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第10回事業体協議会及

び四国森林管理局交渉

（高知市）
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少
子
化
対
策
の
た
め
の
「
子

ど
も
未
来
戦
略
方
針
」
が
６
月

13
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
方

針
で
は
今
後
３
年
間
に
年
間
３

兆
円
台
半
ば
の
予
算
を
確
保
し

年
収
制
限
を
撤
廃
し
第
三
子
以

降
に
月
３
万
円
を
検
討
し
て
い

る
▼
し
か
し
日
本
の
少
子
化
は

予
想
以
上
に
早
く
進
ん
で
い
る
。

原
因
に
は
婚
姻
数
の
減
少
、
女

性
の
社
会
進
出
な
ど
に
よ
る
晩

婚
化
、
長
時
間
労
働
、
保
育
園

や
学
校
な
ど
へ
の
支
援
不
足
、

非
正
規
の
増
加
に
よ
る
貧
困
化
、

教
育
費
の
物
価
上
昇
な
ど
、
将

来
結
婚
を
し
て
子
ど
も
を
持
つ

と
い
う
こ
と
が
現
実
と
し
て
考

え
ら
れ
な
い
こ
と
が
主
な
要
因

で
は
な
い
か
▼
実
際
に
自
身
も

子
ど
も
が
生
ま
れ
る
際
、
使
用

者
側
か
ら
育
児
休
暇
を
取
得
す

る
か
と
問
わ
れ
た
が
、
今
の
賃

金
で
は
考
え
る
余
地
も
な
か
っ

た
▼
こ
の
こ
と
は
育
児
休
業
手

当
は
一
八
〇
日
ま
で
は

67
％
、

そ
れ
以
降
は

50
％
と
な
り
収
入

は
減
少
し
生
活
は
厳
し
く
な
る

の
は
目
に
見
え
て
い
る
。
ま
た

そ
の
１
年
後
、
保
育
園
へ
子
ど

も
を
預
け
よ
う
と
し
て
も
、
定

員
オ
ー
バ
ー
で
預
か
っ
て
も
ら

え
な
い
事
実
も
あ
っ
た
▼
日
本

の
少
子
化
を
本
当
に
考
え
る
と

す
れ
ば
、
子
ど
も
手
当
拡
充
だ

け
で
は
な
く
妊
娠
か
ら
老
後
ま

で
生
き
て
い
く
上
で
必
要
な
賃

金
や
社
会
保
障
制
度
と
い
っ
た

こ
と
を
ど
れ
だ
け
充
実
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
の
か
が
現
政
府
に

問
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
最
も
働
く
も
の
が
そ

う
し
た
声
を
大
き
く
上
げ
続
け

る
こ
と
が
前
提
と
な
る
の
か
も

知
れ
な
い
。
（
の
り
）

▲第19回定期全国大会

一般林政課題、国有林野事業の推進、組織強化に向けた

取り組み等、各種課題の前進に向け団結ガンバロー

◇
Ｇ
Ｓ
Ｓ
端
末
へ
の
移
行
に
向
け
た
対
応
に

つ

い
て

（

ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア

の
把

握

等

）

（
８
／

10
）

◇
非
常
勤
職
員
の
給
与
振
込
方
法
の
変
更
に

係
る
留
意
事
項
に
つ
い
て
（
９
／
１
）

◇
公
務
災
害
の
発
生
に
つ
い
て
（
９
／
１
）

◇
蜂
刺
さ
れ
災
害
に
伴
う
自
動
注
射
器
の
使

用
事
例
と
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
（
２
０

２
３

年

度

第

１

号
東

北

森

林

管
理

局

）

（
９
／
６
）

７
月

29
日
、
林
野
労
組
第

19
回
定
期
全
国
大
会
が
東
京
都
・
連
合
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
議
長
に
は
、
高
橋
代
議
員
（
東
北
地
本
）
、
宮
下
代
議
員
（
中
部
地
本
）
が
選
出
さ
れ
議
事
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

全
国
大
会
で
は
、
森
林
・
林
業
・
木
材
関
連
産
業
政
策
の
推
進
、
国
有
林
野
事
業
の
推
進
、
労
働
条
件
の
改
善
な
ど
諸
課
題
の
要
求
実
現
に
向
け
て
、

中
央
・
地
本
・
分
会
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
提
案
さ
れ
た
全
て
の
議
案
は
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
、
本
部
新
執
行
体

制
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。



【
青
女
委
員
会
発
】

９
月
２
～
３
日
、
林
野
労
組

四
国
地
本
第

19
回
分
会
青
年

女
性
委
員
長
会
議
を
開
催
し
、

分
会
青
年
女
性
委
員
長
及
び
傍

聴
者
含
め

22
人
の
仲
間
が
参

加
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
荒
牧
青
年
女
性
委
員

長
よ
り
「
今
後
の
活
動
へ
一
歩

踏
み
出
し
、
一
人
ひ
と
り
が
自

分
の
言
葉
で
実
態
を
共
有
し
な

が
ら
、
同
じ
悩
み
を
持
つ
仲
間

と
交
流
し
今
後
の
活
動
へ
の
展

望
を
見
出
し
て
く
だ
さ
い
」
と

の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

全
体
討
論
で
は
各
分
会
か
ら

２
０
２
２
年
度
の
運
動
の
総
括

が

報

告

さ

れ

、

そ

の

中

で

は

「
各
々
が
忙
し
く
平
日
に
時
間

が

取

れ

ず

集

ま

り

に

く

い

」

「
昼
休
み
を
利
用
し
て
定
例
会

を
開
催
し
て
い
る
」
な
ど
の
集

ま
り
話
し
合
う
場
の
確
保
に
向

け
た
取
り
組
み
が
報
告
さ
れ
、

分
会
活
動
に
つ
い
て
全
体
で
相

互
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

分
散
会
討
論
で
は
「
責
任
の

大
き
い
ポ
ス
ト
に
１
Ｇ
・
２
Ｇ

の
一
般
職
員
で
配
置
さ
せ
ら
れ

不
安
」
「
休
日
に
行
わ
れ
る
森

林
教
室
に
若
手
が
必
ず
出
な
い

と
い
け
な
い
雰
囲
気
が
あ
る
」

「
物
価
が
高
く
生
活
が
苦
し
い
」

な
ど
の
生
活
・
職
場
に
お
け
る

実
態
や
、
「
悩
ん
で
い
る
の
は

自
分
だ
け
で
は
な
く
安
心
し
た
」

「
問
題
意
識
を
持
つ
こ
と
が
大

切
だ
と
感
じ
た
」
な
ど
の
感
想

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
は
役
員
改
選
が

行
わ
れ
、
常
任
委
員
の
山
中
さ

ん
、
平
松
さ
ん
、
選
挙
管
理
委

員
の
猪
迫
さ
ん
が
退
任
し
、
新

た
な
常
任
体
制
（
下
記
参
照
）

が
全
体
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
誰
も
が
安
心
し
て
働

き
続
け
ら
れ
る
生
活
・
職
場
環

境
を
作
っ
て
い
く
こ
と
を
全
体

で
確
認
し
、
荒
牧
青
年
女
性
委

員
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
閉

会
し
ま
し
た
。

７
月

30
日
、

森
林
労
連
第

34
回
定
期
全
国
大
会
が
東
京

都
・
連
合
会
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

森
林
労
連
四
国
地
連
か
ら
は
、

宮
口
・
後
藤
代
議
員
（
林
野
労

組
）
、
赤
松
代
議
員
（
全
山
労

愛
媛
）
、
小
田
代
議
員
（
全
山

労
高
知
）
の
４
名
と
、
林
野
労

組
傍
聴
５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

林
野
労
組
の
後
藤
代
議
員
か

ら
は
「
骨
太
方
針
」
で
明
記
さ

れ
た
花
粉
症
発
生
源
対
策
に
つ

い
て
、
必
要
な
労
働
力
を
確
保

す
る
た
め
、
外
国
人
労
働
者
の

受
入
拡
大
な
ど
が
対
策
と
し
て

検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、

ス
ギ
を
伐
採
し
、
他
の
樹
種
へ

転
換
等
を
図
っ
た
と
し
て
も
花

粉
症
そ
の
も
の
が
な
く
な
る
わ

け
で
は
な
い
こ
と
な
ど
、
懸
念

さ
れ
る
課
題
に
つ
い
て
本
部
段

階
で
の
対
応
を
求
め
ま
し
た
。

ま
た
、
全
山
労
高
知
の
小
田

代
議
員
か
ら
は
、
「
新
し
い
林

業
」
で
は
、
生
産
性
向
上
を
通

じ
、
伐
採
か
ら
再
造
林
・
保
育

に
至
る
収
支
の
プ
ラ
ス
転
換
を

可
能
と
す
る
と
し
て
い
る
が
、

生
産
性
向
上
の
み
で
林
業
労
働

者
の
地
位
向
上
、
処
遇
改
善
に

は
結
び
つ
か
な
い
。
経
済
政
策

を
軸
に
取
り
組
ん
で
き
た
「
旧
」

林
業
基
本
法
が
破
綻
し
た
経
過

を
み
た
と
き
、
現
在
の
「
森
林
・

林
業
基
本
計
画
」
に
対
す
る
本

部
と
し
て
の
評
価
等
に
つ
い
て
、

見
解
を
求
め
ま
し
た
。

本
部
か
ら
は
、
現
在
の
「
森

林
・
林
業
基
本
計
画
」
に
は
、

森
林
の
持
つ
公
益
的
機
能
の
発

揮
の
観
点
が
盛
り
込
ま
れ
、
そ

の
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
た
め
の

予
算
、
政
策
を
展
開
す
る
と
の

意
味
で
は
、
現
在
の
基
本
計
画

を
推
進
し
て
い
く
ス
タ
ン
ス
で

は
あ
る
が
、
基
本
計
画
全
体
を

「
了
」
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、

不
十
分
な
政
策
に
つ
い
て
は
予

算
の
拡
充
や
政
策
の
豊
富
化
を

求

め

て

取

り

組

ん

で

い

る

。

「
新
し
い
林
業
」
で
示
さ
れ
て

い
る
生
産
性
向
上
に
向
け
た
政

策
、
考
え
方
の
み
を
持
っ
て
、

林
業
事
業
体
の
経
営
改
善
、
林

業
労
働
者
の
確
保
・
処
遇
改
善

は
図
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
引
き

続
き
国
会
対
策
を
展
開
し
て
い

く
等
の
見
解
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

森
林
労
連
全
国
大
会
で
の
議

論
を
通
じ
て
、
森
林
・
林
業
・

木
材
関
連
産
業
政
策
の
推
進
を

は
じ
め
、
未
組
織
林
業
労
働
者

の
組
織
化
等
に
つ
い
て
、
各
地

方
で
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
、
本
部
か
ら
、

提
案
の
全
て
の
議
案
は
、
全
会

一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
森
林
労
連
中
央
本
部

の
新
執
行
体
制
も
確
認
さ
れ
、

最
後
に
中
村
委
員
長
の
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
で
閉
会
し
ま
し
た
。

【
報
告
・
酒
井
（
地
本
）
】
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前
自
民
党
参
議
院
議
員
（
徳
島
・
高
知
選
挙

区
）
の
秘
書
へ
の
暴
力
行
為
に
よ
る
議
員
辞
職

に
よ
っ
て
、

10
月
５
日
公
示
、

22
日
投
開
票
で

参
議
院
議
員
補
欠
選
挙
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
林

野
労
組
と
し
て
は
、
無
所
属
で
立
候
補
を
予
定

し
て
い
る
「
広
田
は
じ
め
」
氏
を
推
薦
決
定
し

ま
し
た
。

今
回
の
補
欠
選
挙
は
、
政
治
不
信
を
払
拭
し
、

高
知
・
徳
島
選
挙
区
か
ら
国
民
の
手
に
政
治
を

取
り
戻
す
契
機
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
が

問
わ
れ
る
選
挙
で
す
。
自
民
党
一
強
政
治
で
は

な
く
、
少
な
く
と
も
与
野
党
伯
仲
の
政
治
構
図

ま
で
持
ち
込
む
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
お
り
、

推
薦
候
補
者
の
勝
利
に
向
け
て
、
組
合
員
、
家

族
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▲写真上：荒牧委員長の音頭で団結ガンバロー

▼写真下：参加者全体で記念撮影

▼青年女性委員長会議で確認された

新常任委員（８人）

▲写真上：退任の挨拶

山中常任委員（左）平松副委員長（右）

【
地
本
青
年
女
性
委
員
会
体
制
】

青
年
女
性
委
員
長

荒
牧

直
輝
（
嶺
北
分
会
）

副
青
年
女
性
委
員
長

中
村
光
太
郎
（
局

分
会
）

事
務
局
長

山
口
健
太
郎
（
安
芸
分
会
）

常
任
委
員

筒
井

達
朗
（
嶺
北
分
会
）

常
任
委
員

江
嶋

健
人
（
嶺
北
分
会
）

常
任
委
員

白
石

快
（
愛
媛
分
会
）

常
任
委
員

木
村

有
希
（
愛
媛
分
会
）

常
任
委
員

村
尾

千
尋
（
嶺
北
分
会
）

選
挙
管
理
委
員

平
山

薫
（
局

分
会
）

【
荒
牧
青
女
委
員
長
談
】

第
19
回
青
年
女
性
委
員
長
会
議
の
２
日
目
は
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
実
施
。

前
日
の
懇
親
会
で
飲
み
疲
れ
て
い
る
仲
間
も
い
た
が
、
大
変
盛
り
上
が
り
、

親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

ハ
イ
ス
コ
ア
を
た
た
き
出
し
た
の
は
、
香
川
分
会
の
石
本
雄
大
さ
ん
。

力
強
い
投
球
フ
ォ
ー
ム
で
投
げ
出
さ
れ
た
14
ポ
ン
ド
（
約
６
・
４
キ
ロ
）

の
ボ
ー
ル
は
、
ヘ
ッ
ド
ピ
ン
に
こ
と
ご
と
く
命
中
！
。
そ
れ
を
懸
命
に
追
い

か
け
る
仲
間
た
ち
。
結
果
は
、
ハ
イ
ゲ
ー
ム
で
１
８
８
の
ス
コ
ア
を
刻
ん
だ

石
本
雄
大
さ
ん
が
逃
げ
切
り
。
地
本
常
任
委
員
の
筒
井
さ
ん
は
僅
差
で
及
ば

な
か
っ
た
。

一
方
私
は･

･
･

前
日
の
懇
親
会
で
飲
み
過
ぎ
な
け
れ
ば･

･
･


